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栃木県本部
パールライス事業を
全農パールライスに統合
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最新式倉庫に
大規模改修
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News!

News!

栃木県本部パールライス事業を全農パールライスに統合

大阪センターを最新式倉庫に大規模改修

事業競争力強化で生産者所得向上と営農の安定に貢献

JA全農青果センター　社屋も改修・増築し竣工式

米穀部・栃木県本部

JA 全農青果センター㈱・園芸部

　

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱（
以
下
、Z
P
R
）と
栃
木
県
本
部
は

2
0
2
4
年
7
月
1
日
に
県
本
部
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
事
業
を
Z
P
R
に
統

合
す
る
こ
と
を
決
定
し
、5
月
10
日
に
事
業
譲
渡
契
約
書
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
は
4
月
6
日
、大
阪
府
高
槻
市
に
あ
る

大
阪
セ
ン
タ
ー
社
屋
の
改
修
・
増
築
と
最
新
式
倉
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
工
事
を
完
了
し
、竣し
ゅ
ん
こ
う工
式
を
行
い
ま
し
た
。J
A
グ
ル
ー
プ
・
行

政
・
工
事
関
係
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
、完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
Z
P
R
は
、
県
域
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
事
業
と
の
統
合
を
進
め
て

お
り
、現
在
、16
都
府
県
を
事
業

エ
リ
ア
と
し
て
精
米
販
売
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
域
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
卸
の
中

で
最
大
級
の
精
米
販
売
数
量
を

　
改
修
で
は
、
常
温
倉
庫
だ
っ

た
西
倉
庫
を
冷
蔵
倉
庫
化
し
、

東
倉
庫
の
建
て
替
え
と
倉
庫

に
接
す
る
庇ひ
さ
し
を
拡
大
、
全
館
冷

蔵（
２
階
エ
リ
ア
）で
の
商
品

保
管
お
よ
び
小
分
け
包
装
が
可

能
な
L
字
棟
を
新
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
天
候
に
左

右
さ
れ
な
い
荷
受
け
作
業
が

有
す
る
栃
木
県
本
部
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
事
業
と
Z
P
R
が
統
合
し
、

よ
り
一
体
的
な
営
業
推
進
を
実

施
す
る
こ
と
で
栃
木
県
産
米
の

販
売
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、広

域
展
開
す
る
実
需
者
を
は
じ
め

と
し
た
取
引
先
対
応
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、統
合
に
よ

る
シ
ナ
ジ
ー
効
果

で
製
造
・
物
流
の

効
率
化
な
ど
も
進

め
、さ
ら
な
る
事
業

競
争
力
強
化
を
図

り
ま
す
。

　
米
穀
部
は
、パ
ー

ル
ラ
イ
ス
事
業
の

競
争
力
強
化
に
向

け
て
、県
域
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
卸
の
再
編

を
進
め
、さ
ら
な
る

生
産
者
所
得
の
向

上
と
営
農
の
安
定

に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

可
能
に
な
り
、
冷
蔵
エ
リ
ア
も

既
存
施
設
か
ら
43
％
拡
張
し
た

1
万
1
0
2
7
平
方
㍍
と
な
っ

た
こ
と
で
、
場
内
の
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
化
と
鮮
度
保
持
機
能

を
強
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、W
M
S（
倉
庫
管
理
シ

ス
テ
ム
）の
導
入
に
よ
っ
て
、入

荷
し
た
青
果
物
を
品
目
・
産

地
・
等
階
級
別
に
パ
レ
ッ

ト
で
管
理
し
、
携
帯
端
末

で
倉
庫
内
の
位
置
情
報
を

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

場
内
物
流
の
省
力
化
と
効

率
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

施
設
拡
充
に
よ
り
、
青

果
物
流
通
の
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
化
の
一
端
を
担

い
、
青
果
物
流
の
諸
課
題

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

関
西
圏
の
取
引
先
や
消
費

者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
安
定
的
で
高
品
質

な
青
果
物
を
届
け
て
い
き

ま
す
。

調印式に出席した（左から）全農の高尾雅之常務理事、全農パールライスの
中野吉庸社長、栃木県本部の中村昌文県本部長

4月に行った大阪センターの竣工式
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News!

News!

羽田空港第 1 ターミナル　バナー広告を更新

肥料袋原料の一部を再生樹脂に置き換え

「農協シリーズ」に新商品、「JAタウン」は秋元さんを起用

“マテリアルリサイクル”による環境負荷低減へ貢献

広報・調査部

耕種資材部

　
全
農
は
4
月
3
日
、羽
田
空
港
第
1
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
掲
出
中
の
バ

ナ
ー
広
告
を
2
0
2
4
年
度
上
期
デ
ザ
イ
ン
へ
更
新
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、合
成
樹
脂
の
製
造
な
ど
を
行
う
㈱
プ
ラ
イ
ム
ポ
リ
マ
ー

と
肥
料
メ
ー
カ
ー
の
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
㈱
と
連
携
し
、肥
料
袋
の

原
料
の
一
部
を
リ
サ
イ
ク
ル
レ
ジ
ン（
再
生
樹
脂
）へ
置
き
換
え
る

取
り
組
み
を
4
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
22
年
度
か
ら
掲
出
を
開
始
し

た
羽
田
空
港
第
1
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
バ
ナ
ー
広
告
に
つ
い
て
、
4

度
目
の
更
新
を
行
い
、
空
港
を

利
用
す
る
幅
広
い
世
代
に
対
し

て
本
会
の
社
会
的
役
割
や
国
産

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
い

て
P
R
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
と
農
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
。」

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
本
会
の
認
知

度
・
好
感
度
向
上
を
図
る
た
め

引
き
続
き
年
間
を
通
し
て
掲
出

し
ま
す
。

　
肥
料
袋
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を

原
料
と
し
、
使
用
後
は
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
し
て
処
分
さ
れ
る

た
め
、
従
来
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

削
減
と
資
材
コ
ス
ト
低
減
の
た

め
に
フ
ィ
ル
ム
の
厚
さ
を
薄
く

す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
プ
ラ
イ
ム
ポ

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
は
、

「
農
協
シ
リ
ー
ズ
」の
バ
ナ
ー
を

23
年
度
下
期
に
掲
出
し
た
も
の

か
ら
一
部
の
商
品
を
新
作
へ
更

新
。ま
た
、「
J
A
タ
ウ
ン
」の
バ

ナ
ー
は
、
本
会
が
運
営
す
る
産

地
直
送
通
販
サ
イ
ト
と
し
て
の

認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
、
春

夏
デ
ザ
イ
ン
に
変
更
す
る
と
と

も
に
、
4
月
に
J
A
タ
ウ
ン
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
就

任
し
た
タ
レ
ン
ト
の
秋
元
真
夏

さ
ん
を
起
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
と

し
ま
し
た
。

リ
マ
ー
が
取
り
扱
う
リ
サ
イ
ク

ル
レ
ジ
ン（
R
リ
プ
ラ
イ
ム

’e
P
R
M
®
※
）

を
使
用
し
た
肥
料
袋
の
評
価
試

験
を
実
施
。
一
定
の
品
質
を
満

た
す
こ
と
を
確
認
し
た
た
め
、

2
0
2
4
年
度
よ
り
リ
サ
イ
ク

ル
レ
ジ
ン
を
原
料
の
一
部
に
使

用
し
た
肥
料
袋
を
、
片
倉
コ
ー

プ
ア
グ
リ
へ
供
給
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、本
来
廃
棄
さ

れ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
有
効
活
用
し
、環
境
負
荷

低
減
に
貢
献
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

「農協シリーズ」のバナー
広告（左）と「JAタウン」
のバナー広告

※　
R
’e
P
R
M
®（
リ
プ
ラ
イ

ム
）に
つ
い
て

　
　

プ
ラ
イ
ム
ポ
リ
マ
ー
が

立
ち
上
げ
た
マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、

R
e
c
y
c
l
e
、R
e
u
s
e
、

R
e
d
u
c
e
、R
e
b
o
r
n

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
取
り
組
み
で
は
、
同
社

製
樹
脂
の
外
装
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
袋
を
回
収
し
て
生
成
し
た
再

生
樹
脂
に
、
未
使
用
樹
脂
を
混

合
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

リ
サ
イ
ク
ル
レ
ジ
ン（
再
生
樹
脂
）
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News!

News!

News!

ネギでグローバルGAP（バージョン6）団体認証 全国初の取得

山梨県果実・野菜生産者大会を開催

秋田大学新入生を「食」で応援

JA京都やましろ「ねぎ出荷組合 京・はちまん」 九条ねぎ販売拡大へ

果実 400 億円・野菜 32 億円を販売目標に

県産「サキホコレ」のパックライスをプレゼント

京都府本部

山梨県本部

秋田県本部

　
京
都
府
本
部
は
、府
本
部
が
出
荷
す
る

九
条
ね
ぎ
の
販
売
先
か
ら
G
A
P
認
証

取
得
の
要
請
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、関
係
機
関
と
共
に
J
A
京
都
や
ま

し
ろ「
ね
ぎ
出
荷
組
合 

京
・
は
ち
ま
ん
」

の
グ
ロ
ー
バ
ル
G
A
P
（
バ
ー
ジ
ョ
ン

6
）認
証
の
取
得
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
山
梨
県
本
部
は
4
月
9
日
、「
令
和
6

年
度
山
梨
県
果
実
・
野
菜
生
産
者
大
会
」

を
昭
和
町
の
ア
ピ
オ
タ
ワ
ー
館
で
開
催

し
ま
し
た
。来
賓
に
長
崎
幸
太
郎
知
事
を

迎
え
、
中
澤
昭
県
本
部
運
営
委
員
会
会

長
、野
口
栄
理
事
長
を
含
む
県
内
の
生
産

者
・
市
場
関
係
者
・
J
A
役
職
員
ら
約

2
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
本
部
は
秋
田
大
学
の
新
入
生

に「
食
」で
エ
ー
ル
を
贈
る
企
画
と
し
て

4
月
5
日
、秋
田
市
内
で
行
わ
れ
た
入
学

式
で
秋
田
県
産「
サ
キ
ホ
コ
レ
」を
使
用

し
た
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
G
A
P
は
食
品
安
全
、

労
働
環
境
、環
境
保
全
に
配
慮
し
た
持
続

可
能
な
生
産
活
動
を
実
践
す
る
も
の
に

与
え
ら
れ
る
国
際
基
準
で
、世
界
共
通
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
取
引
先
や
消
費
者
の
信

頼
性
、透
明
性
確
保
の
手
段
と
し
て
活
用

で
き
ま
す
。

　
ネ
ギ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
G
A
P
（
バ
ー

ジ
ョ
ン
6
）の
団
体
認
証
を
取
得
し
た
の

は
、同
J
A
が
全
国
で
初
め
て
で
す
。

　

今
後
も
J
A
・
生
産
者
と
連
携
す

る
と
と
も
に

G
A
P
取
得

の
優
位
性
を

生
か
し
、
大

手
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
加
工
販

売
業
界
へ
の

販
売
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
大
会
で
は
、県
内
生
産
者
の
総
意
を
結

集
し
、系
統
共
販
で
の
販
売
強
化
、安
全
・

安
心
・
高
品
質
な
果
実
・
野
菜
の
生
産

振
興
、指
定
市
場
な
ど
と
連
携
し
た
有
利

販
売
に
よ
り
、生
産
者
の
手
取
り
拡
大
と

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
青
果
物
の
取
引
上
位
会
社
や
生
産
功

労
者
に
は
関
係
者
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
。

梶
原
一
明
県
本
部
長
は
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
の
販
売
力
強
化
や
輸
出
に
注
力
し
、

今
年
度
は
果
実
4
0
0
億
円
・
野
菜

32
億
円
の
販
売
目
標
と
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。

　
同
企
画
は
、県
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き

た
方
、1
人
暮
ら
し
を
始
め
る
方
、実
家

か
ら
通
う
方
な
ど
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
秋
田
大
学
の
新
入
生
に
、「
お
い
し

い
秋
田
米
を
食
べ
て
新
生
活
の
活
力
に

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
を
込
め
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
県
本
部
職
員
が「
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
サ
キ
ホ
コ
レ
を
食
べ
て

頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」と

新
入
生
を
激

励
し
な
が
ら

配
布
し
ま
し

た
。
県
本
部

で
は
、
今
後

も
秋
田
で
の

学
生
生
活
が

県
産
農
畜
産

物
で
よ
り
豊

か
に
な
る
よ

う
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

「
サ
キ
ホ
コ
レ
」の
パ
ッ
ク
ラ
イ

ス
を
手
に
笑
顔
の
新
入
生

大会参加者による「頑張ろう
三唱」

4
月
に
G
A
P
取
得
を
記

念
し
て
行
わ
れ
た
式
典
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産地直送
通販サイト

「ＪＡタウン」は
こちらから

YouTube番組
「ゆるふわたいむ」は

こちらから

　
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
内
の
特
設
ペ
ー
ジ

「
秋
元
真
夏
の『
お
い
し
い
』を
集

め
ま
し
た
。」で
は
、
米
、
野
菜
・

果
物
、
肉
な
ど
、Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
で

扱
う
国
産
農
畜
産
物
を
秋
元
さ

ん
の「
推
し
」食
材

と
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　　
同
番
組
は
食
や
農
を
、
幅
広

い
世
代
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
食

材
を
使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を〝
ゆ
る
ふ
わ
っ
と
〞配
信
す

る
番
組
で
す
。

  

配
信
日
：
毎
週
火
・
金
曜
日
、１８
時

　
就
任
式
で
は
、
全
農
の
神
林
幸

宏
常
務
理
事
か
ら
秋
元
さ
ん
へ「
国

産
農
畜
産
物
の
魅
力
や
日
本
の

〝
農
〞に
携
わ
る
方
々
の
思
い
を
多
く

の
方
に
届
け
て
ほ
し
い
」と
期
待
の

言
葉
が
か
け
ら
れ
、
秋
元
さ
ん
は

「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
は
新
鮮
な
食
材
を
産

地
か
ら
直
接
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
う
れ
し
い
サ
イ
ト
。Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」と
今
後
の
活

動
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
就
任
式
の
中
で
ご
家
族
に
作
っ
て

あ
げ
た
い
料
理
を
聞
か
れ
た
秋
元

さ
ん
は「
ね
ぎ
塩
チ
キ
ン
」を
あ
げ
、

「
鶏
肉
が
好
き
な
母
に
よ
く
作
っ
て

い
ま
し
た
。
皮
目
か
ら
焼
い
た
後

蒸
し
上
げ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
ネ

ギ
の
み
じ
ん
切
り
と
塩
・
ご
ま
油

で
味
付
け
し
た
お
つ
ま
み
メ
ニ
ュ
ー

で
す
」と
当
時
の
思
い
出
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

秋
元
真
夏
さ
ん
が

オ
フィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
就
任

　
全
農
は
４
月
２
日
、
タ
レ
ン
ト
の
秋
元
真
夏
さ
ん
の「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」就
任
記
者
会
見
を
東
京
・
大
手
町
の

Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
秋
元
さ
ん
は
、
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
・
乃
木
坂
４６
の
元
メ
ン
バ
ー
で
２
代
目
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
ま
し
た
。

食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、
料
理
が
趣
味
で
あ
る
秋
元
さ
ん
に
Ｊ
Ａ
タ
ウ

ン
を
通
じ
て
食
と
農
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
全
国
の

農
畜
産
物
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     【
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
部
】就任式で今後の意気込みを語る秋元さん

全
国
の
農
畜
産
物
の
魅
力
を
発
信

Y
o
u
T
u
b
e
番
組「
ゆ
る
ふ
わ
た
い
む
」の

産
地
ロ
ケ
で
徳
島
県
を
訪
問

全
農
の
神
林
常
務（
左
）と
秋
元
真
夏
さ
ん

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
は「
う
れ
し
い
サ
イ
ト
」

意
気
込
み
語
る

家
族
に
作
っ
て
あ
げ
た
い

料
理
に
つ
い
て
語
る

※
諸
事
情
に
よ
り
配
信
日
時
が
変
更
に

　な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

産
地
直
送
通
販
サ
イ
ト「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

特
設
ペ
ー
ジ
で「
推
し
」紹
介

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
番
組

「
ゆ
る
ふ
わ
た
い
む
」の

Ｍ
Ｃ
に
も
就
任
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　全農は、令和５年度ＪＡグループ農業機械検定の１級合格者８人、２級合格者３９人を新
たにＪＡグループ農機サービス士として認定しました。　　　　　　　　　　    【耕種資材部】

　JAグループ農業機械検定は、JA農機担当者の経験年
数に応じた知識・技能の習得を目的として、実際の修理・
整備に必要な知識・技能や、メーカー固有の機構・新技術、
納品・安全指導など、より業務に密着した内容を試験に
取り入れて実施しています。
　令和5年度は1級51人、2級107人が受検し、学科試
験と実技試験の両方で合格基準に達した1級8人（合格率
16%）、2級39人（同36%）をJAグループ農機サービス士
として認定しました。同検定は、平成23年度から実施して
おり、今回の合格者を含め累計494人（1級89人、2級405人）
のサービス士が全国の農機センターで活躍しています。
　この検定により、農機担当者のスキルアップを促し、農
家に信頼されるJAグループ農機事業の体制づくりに取り組
んでいきます。令和6年度のJAグループ農業機械検定は、
6月公示、11月学科試験の予定です。

令和5年度

　　技術力向上で組合員との信頼強化へ
ＪＡグループ農機サービス士　　    を認定47人

令和5年度 JAグループ農機サービス士認定者一覧

検定に向けた1級の事前講習（電装パネル）

※所属は令和６年３月２１日認定日当時の記載

２級のトラクター実技試験

1級

2級

有廣　真斗
佐藤　洋平
須永　望
林　　幸汰
中嶋　大輔
蜂谷　健太
煙山　智司
二戸部　将
永沼　隼汰
土屋　吉広
佐藤　和哉
高橋　尚也
猪越　恭太
青木　翔慧
榮木　大幸
米満　康博
星野　一樹
柘植　貴志
林　　昌輝
魚見　志騎
藤井　勇気
安食　宏和
西川　裕之
坂根　安典
安武　信一
井原　義人
内田　芳昭
岡本　侑啓
塘　　広
万江　毅
日當　智也
阿部　健悟
佐々木瑠斗
難波　研人
大根田真也
岩木　正和
小菅　浩吉
濱野　悟
萩原　功登
石井　敬一
奥村　幸太
田中　隆成
渡邉　直
橋本　康祐
平野　彰人
上田　晃裕
魚住　清流

広島
福島
群馬
群馬
滋賀
本所
本所
本所
山形
山形
山形
福島
福島
群馬
千葉
東京
新潟
岐阜
静岡
三重
三重
島根
島根
岡山
佐賀
佐賀
佐賀
佐賀
佐賀
熊本
熊本
岩手
岩手
福島
栃木
栃木
栃木
栃木
埼玉
千葉
滋賀
滋賀
広島
徳島
本所
本所
本所

ＪＡひろしま
全農福島県本部
全農群馬県本部
全農群馬県本部
全農滋賀県本部
全農本所
全農本所
全農本所
ＪＡ山形おきたま
ＪＡ山形おきたま
ＪＡ庄内みどり
㈱ＪＡふくしま未来サービス
㈱ＪＡサービス夢みなみ
ＪＡ邑楽館林
ＪＡ成田市
ＪＡ東京むさし
ＪＡ新潟かがやき
ＪＡひがしみの
ＪＡふじ伊豆
ＪＡみえなか
ＪＡ津安芸
ＪＡ全農島根農機サポート㈱
ＪＡ全農島根農機サポート㈱
ＪＡ晴れの国岡山
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡくま
ＪＡくま
全農岩手県本部
全農岩手県本部
全農福島県本部
全農栃木県本部
全農栃木県本部
全農栃木県本部
全農栃木県本部
全農埼玉県本部
全農千葉県本部
全農滋賀県本部
全農滋賀県本部
全農広島県本部
全農徳島農機事務所
全農本所
全農本所
全農本所

氏名等級 県名 所属

累計
494人
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ＪＡおちいまばり
（愛媛県）

概要 ２０２４年３月３１日現在

正組合員数　　　　         8736人
准組合員数　　　　     2万6508人
職員数             434人（臨時除く）
販売品取扱高                59億円
購買品取扱高                47億円
貯金残高  　                3034億円
長期共済保有高             4944億円
主な農産物　 果樹（温州ミカン、伊予柑、愛媛果試第２８号、
 　　　　　 甘平、キウイフルーツなど）、野菜（キュウリ、
　　　　　  サトイモ、甘長トウガラシなど）、花き・花木

地
域
・
行
政
と
連
携
し
担
い
手
育
成

地
域
・
行
政
と
連
携
し
担
い
手
育
成

新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
事
業

新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
事
業つ

農
家
を
目
指
し
、栽
培
か
ら
出

荷
ま
で
に
必
要
な
知
識
・
技
術

や
農
業
機
械
の
使
い
方
、経
営
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
園
地
整

備
研
修
の
一
環
で
、
耕
作
放
棄
地

を
開
墾
し
、定
植
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
研
修
修
了
時
に
は
、

1
人
当
た
り
1
㌶
程
度
の
農
地

を
あ
っ
せ
ん
し
、
営
農
指
導
員
が

サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
15
人
が
研
修
後
、

独
立
就
農
し
て
お
り
、現
在
も
4

人
が
研
修
中
で
す
。行
政
や
担
い

手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、研
修
生
の
確
保
に
努
め
て
お

り
、就
農
希
望
者
の
理
想
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
た
研
修
方
法

と
制
度
の
活
用
を
提
案
・
支
援

し
て
い
ま
す
。

あ
る
担
い
手
不
足
対
策
の
た
め
、

2
0
1
7
年
か
ら
新
規
就
農
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
研
修
場
所
は
古
く
か
ら
、か
ん

き
つ
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
今
治

市
上
浦
町（
大
三
島
）で
、
期
間

は
原
則
2
年
間
。一
流
の
か
ん
き

砂
災
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
後
、

J
A
は
県
や
市
、地
元
農
家
ら
と

協
力
し
、
園
地
整
備（
3
工
区
・

計
6
・
8
㌶
）を
進
め
て
き
ま
し

た
。今
年
3
月
か
ら
は
定
植
を
開

始
し
、一
部
で
営
農
を
再
開
で
き

ま
し
た
。

　

再
編
復
旧
園
地
は
ス
マ
ー
ト

農
業
を
取
り
入
れ
た
未
来
型
果

樹
園
と
し
て
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、研
修
圃ほ
じ
ょ
う場
と
し
て
も
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

愛媛県
高知県

広島県

　

愛
媛
県
の
J
A
お
ち
い
ま
ば

り
管
内
は
し
ま
な
み
海
道
沿
い
の

島
し
ょ
部
を
含
み
、温
暖
で
穏
や

か
な
気
候
か
ら
多
種
多
様
な
農

畜
産
物
の
生
産
が
盛
ん
な
地
域

で
す
。し
か
し
、
近
年
は
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
農
家
戸
数
・
耕

地
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す
。そ

こ
で
J
A
で
は
大
き
な
課
題
で

　
ま
た
、
地
域
に
根
付
き
、
長
く

農
業
を
継
続
で
き
る
担
い
手
の
育

成
に
は
、地
域
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
強
化
に
向
け
て
、地
域
の

行
事
や
活
動
へ
の
参
加
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
管
内
は
、2
0
1
8
年
7
月
の

西
日
本
豪
雨
災
害
で
深
刻
な
土

かんきつ農家を目指して2年間の研修を実施

3月には再編復旧園地植樹セレモニーを
開催

農機の使い方についても丁寧に研修を行う

新規就農希望者に向けた就農相談会

栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
指
導

栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
指
導

修
了
時
に
農
地
を
あ
っ
せ
ん

修
了
時
に
農
地
を
あ
っ
せ
ん

１５１５
人
が
研
修
後
に
就
農

人
が
研
修
後
に
就
農

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
尊
重

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
尊
重

豪
雨
災
害
の
再
編
復
旧
園
地

豪
雨
災
害
の
再
編
復
旧
園
地

未
来
型
果
樹
園
と
し
て
整
備

未
来
型
果
樹
園
と
し
て
整
備
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酪市酪座 ～うしさんからのおすそわけ～
　蔵王酪農センター（宮城県蔵王町）の蔵王チーズは、蔵
王連峰の豊かな自然が育んだ牧草を食べ、湧き出る天然
水を飲んで育った乳牛が生み出す良質な牛乳を使用し、
搾りたて新鮮な状態のまま熟練の職人によって作られて
います。
　蔵王クリームチーズ、人気のクリーミースプレッド（バニ
ラ）、個性豊かなフレッシュチーズと熟成チーズをセレクト
して詰め合わせました。
【商品内容】
クリームチーズ120g、クリーミースプレッド（バニラ）120g、ペッ
パーゴーダ80g以上、ホワイトザオー90g以上、ゴーダチーズ
100g以上

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

「田んぼの生きもの調査」指導者向け研修会

　全農は7月10日に「田んぼの生きもの調査」の意義と具体
的な手法を学び、活動を拡大するための指導者向け研修会
を開催します。　　　　　　　　　　　　    【広報・調査部】

　「田んぼの生きもの調査」は、全農が2006年から取り組んで
います。参加者が生きものと直接触れ合う体験を通じて、水田
が果たす多面的機能（中でも生物多様性保全機能）をより深く
理解するとともに、日本のお米を食べることの意味を国土保全
や生きものとの共生の観点から学ぶことを目的としています。 昨年の研修会の様子

『ＪＡ全農トピックス』の公式
X（旧Twitter）はこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力を
日々 発信中！ フォローはこちらから

「日向夏ゼリー」を新発売

宮崎県産の
日向夏果汁

を

使用し、伊藤
園と

共同開発し
た

2商品

伊藤園×ニッポンエール

　全農は㈱伊藤園と共同開発し、2021年に発売した「ニッポンエール 宮崎県
産日向夏500g」をリニューアルしました。また、新たに「ニッポンエール 宮崎
県産日向夏ゼリー280g」を共同開発し、発売しました。　　  【営業開発部】

　「ニッポンエール 宮崎県産日向夏」は、21年6月の発売以来、今回で4年目の
販売となり、商品の販売を通じて継続的に宮崎県の産地を応援しています。
　今回は新たに「ニッポンエール 宮崎県産日向夏ゼリー」を共同開発し、5月
13日から販売しています。宮崎県産の日向夏果汁を使用し、小腹を満たすのにも
好適なゼリー飲料です。これからの季節、ゼリーならではの清涼感とさっぱりとし
た日向夏のおいしさを楽しめます。

7月に岐阜県で開催、活動拡大に向けて参加者募集

開催概要
日　　時：2024年7月10日（水）9時00分～15時30分（予定）
会　　場：岐阜県大垣市　JAにしみの管内
募集対象：生産者、JA・県連・グループ会社職員他

協　　力：JAにしみの、岐阜県立大垣養老高等学校
申込期限：2024年6月20日（木）まで
申込先/お問い合わせ先：㈱全農ビジネスサポート 広告企画部　広告1課  
               E-mail：tanbo@z-bs.co.jp　

蔵王チーズ詰め合わせ（5個入り）・・・4500円（税込み）

清涼飲料水「宮崎県産日向夏」をリニューアルするとともに
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